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訪日外国人旅行者数の推移
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ビジット・ジャパン
開始

万人

出典：ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

1891.6万人
(17.8%増)

1月：229.6万人 (24.0％増）

2月：203.6万人 (7.6％増）

3月：220.6万人 (9.8％増）

4月：257.9万人 (23.9％増）

5月：229.5万人 (21.2％増）

6月：234.6万人 (18.2％増）

7月：268.2万人 (16.8％増）

8月：247.8万人 (20.9％増）
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訪日して「日本のポップカルチャを

楽しんだ」訪日客の割合
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訪日前に「日本のポップカルチャーを楽し

むことを期待していた訪日客の割合

訪日外国人のクールジャパンへの関心

・訪日外国人の10.4％が訪日前に「日本のポップカルチャーを楽しむ」ことを期待して訪日している
おり、実際に14.8％が訪日中に日本のポップカルチャーを楽しんでいる。特に、欧米豪からの訪日
客は日本のポップカルチャーに高い関心を示している。
・訪日して実際に日本のポップカルチャーを楽しんだ訪日外国人の88.１％が「満足している」と回答
している。
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出所：観光庁「平成27年 訪日外国人消費動向調査」
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「日本のポップカルチャーを楽しんだ」

訪日客のうち満足したと答えた割合



クールジャパンと連携した訪日プロモーションの事例

ビジット・ジャパン事業において、アニメ等日本のポップカルチャーを紹介するイベントや、食のイベントへビジッ
ト・ジャパンブースを出展する等、クールジャパン資源を活用した訪日プロモーションを実施。また、関係省庁・団
体と連携した取り組みも実施。
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○The Taste（アメリカ）
米国西海岸最大の新聞社Los Angeles Timesが主催する食文化の多様性を楽しめるイベン
トへ、日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）とも連携しＶＪブースを出展。
日本酒の利き酒コーナーや、食をテーマとした訪日旅行の情報提供を実施。
開催期間：2017年9月1日（金）～ 3日（日）

○JAPAN TRAVEL FAIR （マレーシア）
ＪＮＴＯ主催の旅行博において、クールジャパン機構の出資案件であるISETAN lot10店の開
業や、経済産業省が実施する「MANGA Festival in Malaysia」、ＪＥＴＲＯと連携し、「第5回
JAPANWEEKEND」として、オールジャパン体制でのプロモーションを実施。
開催期間：2016年11月9日（金）～13日（日）

アニメ関連イベントへのＶＪブースの出展

○Japan Expo（フランス）
ヨーロッパ最大の日本文化とエンターテイメントの祭典に地方自
治体・団体と連携し、VJブースを出展。
日本のポップカルチャーと訪日旅行をリンクさせたPRを展開。
開催時期：2017年7月6日（木）～9日（日）

○ＳＭＡＳＨ！（オーストラリア）
2007年から続く、日本のポップカルチャーの祭典に、ＶＪブース
を出展。あわせて、会場内のモニターでも訪日プロモーション映
像を放映。
開催時期：2017年8月19日（土）～20日（日）

＜Japan Expo（フランス）＞
ＶＪブースの様子

＜SMASH!（オーストラリア）＞
ＶＪブースの様子

関係省庁・団体との連携

＜The Taste（アメリカ）＞
ＶＪブースの様子



2020年訪日外国人旅行者数4000万人、訪日外国人旅行消費額８兆円等の達成のため、欧米豪市場を
中心に訪日旅行への関心を高めるグローバルキャンペーンの本格実施、国別戦略に基づくきめ細やかなプロモー
ションの徹底等を行う。

１.訪日グローバルキャンペーンの本格実施

○ より効果的なプロモーションの実現のため、デジタルマーケティング
を本格導入

・ビッグデータ分析により、訪日客の嗜好や行動パターンを
把握し、プロモーションへの反映や効果検証を実現

○ 訪日プロモーションの高度化及び戦略的誘客の実現に向けて、
ＪＮＴＯの体制を強化
・マーケティング等の専門人材の配置、地方支援を専任する部署の設置

欧米豪市場を中心に、日本の旅行先としての認知度が低い
訪日無関心層に対し、統一的なキャンペーン・テーマのもと、
日本の「楽しい」旅行先としての魅力をアピール
○ 緻密な市場分析によるターゲティング
○ ＩＴ技術を用いて、個々の対象の属性（国、年齢、関心等）
に合わせたコンテンツを、ウェブ等の様々な媒体を通じて出現さ
せる新たな手法を活用

○ ２９年度事業を踏まえた本格的な展開
・ キャンペーン露出機会の大幅拡大（媒体（ＴＶ・ラジオ、
新聞・雑誌、公共交通ディスプレイ、ウェブ、ＳＮＳ等）、
対象国等）
・ 今年度事業を踏まえた映像コンテンツ等の追加、見直し

３.デジタルマーケティングの導入、ＪＮＴＯ改革

２.国別戦略に基づくプロモーションの徹底
重点２０市場からの更なる戦略的誘客のため、国別戦略
を徹底し、旅行ニーズに応じたきめ細やかな市場別プロ
モーションを実施
【欧米豪市場】
魅力あるアクティビティ等の訴求力の高いコンテンツを中心と
したプロモーションを実施
・ より戦略的な広告・宣伝の展開（富裕層のとりこみ等）
・ ラグビーＷ杯、オリパラ東京大会、その他現地日本関連イベ
ント等の機会活用

【アジア市場】
個々の旅行ニーズに応じたきめ細かなプロモーションを実施
・ パワーブロガーやＳＮＳの効果的な活用（口コミ対策）
・ ムスリム市場分析や情報発信の充実

訪日
無関心層

訪日旅行に
関心がある

訪日グローバルキャンペーン

訪日旅行への
関心の高まり

対象市場

【訪日グローバルキャンペーンと市場別プロモーション】

市場別プロモーション

→国別戦略の徹底

訪日プロモーションの抜本改革
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地域観光資源の多言語解説整備支援事業

１．地域単位での協議会が行う観光資源の解説作成に対し、協議会からの申請に基づき５００万円／件を上限として、
支援を実施 （看板設置やパンフレット作成などの経費は支援対象外）

２．国において推進委員会を立ち上げ、解説文作成にかかる指針を取りまとめ、専門人材をリスト化
３．地域での作成実績を報告・フィードバック
４．推進委員会において作成過程のノウハウを積み重ねて検証し、取りまとめの上他地域へ横展開

事業概要

事業詳細事業体制

専門人材

専門人材の
派遣による

解説文の作成支援

人材情報リスト 地域協議会

・魅力ある解説文の作成
・様々な観光資源の一元的
な解説整備、周遊の促進、
国際発信

・地域において不足して
いる、魅力ある解説文
の作成ができる専門人
材のリスト化、派遣体
制の構築

訪日外国人旅行者が地域を訪れた際、観光資源の解説文が乱立していたり、表記が不十分なため、観光地としての魅力が伝わら
ないことがあることから、専門人材の派遣体制の構築、解説文作成のノウハウ提供等の支援を行うことで、旅行者にとって分か
りやすく、地域の観光ストーリーを伝える解説文を整備し、観光地における回遊性の向上、滞在日数・消費額の増加につなげ
る。
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特定の観光資源への興味・関心を契機に全国各地を訪れる「テーマ別観光」は、旅行者に新たな地域への来
訪動機を与えるものであることから、テーマ毎の旅行需要を創出するため、各地域の組織から構築されるネット
ワーク組織を対象として、全国各地に点在するテーマ毎の観光資源のネットワーク化による情報発信力の強化
等を支援する。

テーマ別観光による地方誘客事業

Ｚ地域Ｘ地域

Ｗ地域Ｙ地域

同じテーマで観光振興を図る
複数地域による
地域連携協議会を設置し、
ネットワーク化を促進、
情報発信力を強化

事業概要

・ネットワークの構築
・ネットワーク間の共同での取組
・ネットワークの拡大推進 等

国による支援例

平成29年度の選定テーマ

・エコツーリズム
・街道観光
・酒蔵ツーリズム
・社寺観光 巡礼の旅
・明治日本の産業革命遺産
・ロケツーリズム

・アニメツーリズム
・古民家等の歴史的資源
・サイクルツーリズム
・全国ご当地マラソン
・日本巡礼文化発祥の道
・忍者ツーリズム
・百年料亭
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＜ロケツーリズムとは＞
「映画・ドラマのロケ地を訪ね、物語の世界に浸り、その地域のファンになること」と定義され、ロケ地を観光資源として活

用し、地域の活性化に繋げるとともに、「ロケ地行楽度の向上」・「ロケ支援度の向上」を図り、国内外からの旅行客増加を
目指す。

ロケツーリズム協議会

●取組と成果
（１）ネットワークの構築
全5回の協議会に、行政・外
郭団体等122団体、企業100
団体が参加。
互いに成功事例を共有し合
い、全国でシティープロモー
ションに取り組む団体の活
動の底上げにつながった。

（２）ノウハウのマニュアル
化と、協議会認定団体を育
成
全4章からなるマニュアルを
作成し、50団体を認定団体
として育成。

（３）共同サイトの設立

●目標
協議会会員の持つインフラを

活用しながら、国内外からの旅
行者へ旅先を案内し、観光客
数向上につなげる。

●取組内容
（１）ネットワーク強化
①外国人旅行者に向けて、ロケ
地をきっかけとした来訪需要を
創出できるよう、オール日本と
して連携し、情報を一括に集約
していく。
②ノウハウと成功事例の共有。

（２）観光客への情報発信・観光
客誘致
日本各地のロケツーリズムが
体験出来る地域を、全国ロケ地
MAPに掲載し、国内外の旅客
に、旅先として提案。

２８年度の主な取組 ２９年度の目標等 具体的事業内容（予定）

（１）ネットワークの活用
全国ロケ地マップを作成し、ロケ地としての

地域の魅力を発信。
先進地ではロケ地ツアーを開催。

（２）ネットワークの強化
①定期的な協議会やフォーラムの開催
②共同サイトの充実

（３）マニュアルや成功事例の共有
28年度に作成したマニュアルを、多様化す

る権利処理に合わせて更新。
協議会会員の成功事例を共有。
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旅 行商品造成

名 産品開発 マ ーケティング

体験プランの企画、
モニターツアーの実施

地域資源掘り起しの
ためのアンケート調査

案内所で販売するた
めのお土産品の開発

地域資源を活用した観光地魅力創造事業

○地域の伝統文化、美しい自然、歴史的景観、豊かな農山漁村、魅力ある食文化等、地域の観光資源を活かした着地型
旅行商品の造成や名産品の開発等を支援することにより、魅力あふれる観光地域づくりを推進。

単一市町村、観光協会、交通事業者、旅行業者、地域づくりの取組
を実施する者等により構成される協議会

支援対象事業

支援詳細

個別事業の実施に必要な経費の総額の２分の１以内の金額を予算の
範囲内で負担（最大3年間）

計 画策定
観光地域づくりに関する基本
的な計画の策定など

マ ーケティング
商品造成に必要なニーズ調査
や動向調査など

旅 行商品造成
モデルコース・体験プランの
企画、モニターツアー、造成
した旅行商品のPRなど

名 産品開発
地元の産品を活用したお土産
品の造成など

情 報発信
パンフレット・Webページ作
成、PR動画作成など

機 能強化
遊休施設改築や、ツアーデス
ク設置、バリアフリー化など

受 入環境整備
看板の多言語化やWi-Fi整備
、二次交通の実証実験など

シ ステム開発
予約システムの導入や周遊ア
プリの開発など

支援対象事業者

支援内容

国で実施可能な事業 （旅行商品等の造成に係る事業）

上記事業にあわせて地域が自主的に実施する事業の例
（情報発信・受入環境整備等に係る事業）

事業イメージ

地域資源の磨き上げのため、戦略的かつ一体的な取組を行う地域に対
して旅行商品の造成等を支援

計画の策定
（目標、事業内容）

地域の魅力を
高める取組

取組の結果を
踏まえた計画の
見直し

マーケティングの
実施
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倉吉市が積み上げてきたクールジャパンの素材を、観光の強みである文化財や食と融合・調和さ
せ、地域が一体となって、伝統的な町並みを有する倉吉市の新しい魅力として若者世代・外国人を含
むあらゆる観光客に向けて発信し、持続的な観光誘客と、地域の活性化を目指す。

これまでの取組み
１．課題

○赤瓦、白壁土蔵群の観光客の認知度、受入体制
○若者世代や外国人の興味・関心を喚起する新た
な地域資源の造成

ポップカルチャーの活用による世界に直結するまちづくり
～レトロとクールの融合・調和による観光誘客～ （鳥取県倉吉市）

今年度の取組み

２．取組み内容
○マーケティング調査
・外国人向け市場調査
○受入環境整備
・住民による観光地の美観形成
・ボランティア観光ガイドの魅力向上
○魅力発信
・ポップカルチャーイベント運営
○旅行商品の造成、名産品造成
・地域資源を活用した新たな旅行商品の開発や
名産品の造成、地元名産品とのコラボ商品造成

○魅力発信
・台湾、香港、ニューヨークで
倉吉市指定地域資源の
プロモーションを実施

○復興応援イベント開催
・鳥取県中部地震により被災した倉吉市の
復興進展状況を見てもらい元気な倉吉市をPR

○外国人受入環境整備
・観光案内看板に
英語表記を追加
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観光産業における人材育成事業

① 我が国の観光産業を牽引する
トップレベルの経営人材の育成

② ⑴地域の観光産業を担う
中核人材の育成

⑵歴史的資源を活用した
観光まちづくりの担い手支援・育成

観光産業のトップ・中核人材育成
（質の不足への対応）

具体的には、観光産業の担い手を３層構造により育成・強化。
①我が国の観光産業を牽引するトップレベルの経営人材の育成
②地域の観光産業を担う中核人材の育成
③観光産業の即戦力となる実務人材の育成

課題認識：
観光産業を牽引する経営人材や新たなビジネスを創出できるトップレベルの人材、地域の観光産業の中核を担う経営者等の人材の
不足（質の不足）インバウンドをはじめとする増加する観光客に対応する現場人材の不足（量の不足）

即戦力となる現場の

我が国の観光産業を牽引する
トップレベルの

地域の観光産業を担う

産業界のニーズを踏まえた観光人材育成事業の実施

⇒平成30年度｢観光MBA｣の設置・開学

旅館
ホテル

旅行会社

インターンシップによる将来の観光産業の担い手の育成

MICE
関連施設

③観光産業の即戦力となる
実務人材の育成

活躍できる実務人材の育成
（量の不足への対応）

⇒全国の複数大学において、宿泊業等の経営力強化の
ための社会人向け講座を実施
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